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「電源の出力電圧はどのくらいか？」これは、デジタル・マルチメー
タで最も一般的な測定の一つではないでしょうか。その他にも、
オシレータの周波数、抵抗の値、動作温度、電圧制御オシレータ
への入力電圧などの測定があります。デジタル・マルチメータを
使えば、これらの値も簡単に測定できます。

しかし、1つの測定では一部しか読み取ることができません。もう
一つ重要なことは、「電源の出力はどの程度安定しているか？」と
いうことです。このような電源の安定度を理解するためには、統
計測定が必要になります。出力の平均値はいくらなのか？標準偏
差はいくらなのか？テクトロニクスのDMM4050型・ DMM
4040型デジタル・マルチメータは総合的な解析機能を備えてお
り、このような問題に応えます。
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統計測定：平均値と標準偏差
アベレージングは、時間の変化に伴う性能を定量化する、あるい
は母集団の代表的な性能を定量化するための一般的な計算方法で
す。設計においてはこのどちらも重要であり、時間と共に回路出
力がどのように変化するか、100個の回路を製作した場合、一つ
一つがどのような性能を持つかということになります。

このような質問は、性能を予測したいという気持ちの表れです。
しかし、実際には平均値だけでは予測できません。平均値のまわ
りにどのくらいのデータが分布しているかということも必要にな
ります。この分布を知ることで、特定の時間またはグループの中
の特定のデバイスにおける平均の性能を知ることができます。こ
れにより、誤差や耐性といった設計仕様を知ることができます。

標準偏差（σ）は、データ群の変動または広がりを示します。数
学的に表すと、標準偏差はデータ群の変化の平方根となります。
標準偏差が小さいということは平均値周辺にデータが集まってい
ることを、標準偏差が大きいことはデータが広く拡散しているこ
とを示します。

図1aと1bは、測定データの一般的な分布を示しています。図1a
は標準偏差が0.02、図1bは標準偏差が0.01となっています。標
準偏差が小さい場合は誤差が小さいことを意味し、厳しいマージン
設定が可能です。

DMM4050/4040型による統計測定
DMM4050/4040型デジタル・マルチメータには、測定の平均
値と標準偏差を計算し、表示する統計処理機能が備わっています。
データは、数値で、またはグラフのいずれかで表示することがで
きます。DMM4050/4040型で統計測定が可能な測定パラメー
タを、表1に示します。

DMM4050/4040型における統計測定は、いくつかのボタンを
押すだけで実行できます。まず、統計測定を行うパラメータ（例
えばDC電圧）を選択します。次に、前面パネルのANALYZEボタン
を押して図2に示す演算メニューを表示させます。統計測定では、
STATS（統計）機能とHISTOGRAM（ヒストグラム）機能とい
う2種類のメニューが用意されています。STATSまたはHISTO 
GRAMを選択すると、統計測定の計算を開始します。

図1a. 平均値10、標準偏差0.02の正規分布 図1b. 平均値10、標準偏差0.01の正規分布

表1. DMM4050型・DMM4040型で統計測定が行える測定項目

DC電圧 抵抗
AC電圧 キャパシタンス

AC電圧（dB） 周波数
DC電流 温度
AC電流 周期
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STATS（統計）機能
STATSソフトキーを押すと、平均値と標準偏差の計算を開始しま
す。また、最小値と最大値を保存します。RESTART（リスタート）
ソフトキーを押すと、いつでも統計機能をリセットして計算しな
おします。

#SAMPLEソフトキーを押すと、測定回数を2～5000回の範囲
で指定することができます。図3に示すように、設定された回数ま
で達すると、自動的に計算を中止します。

HISTOGRAM（ヒストグラム）機能
STATS機能と同様、HISTOGRAM機能も測定値の平均値と標準
偏差を測定しますが、測定値の分布がグラフで表示されるため、
一目で理解できます。例えば、ほとんどの測定では正規分布にな
ります。これは、ヒストグラムは平均値を中心として左右対称と

なり、ほとんどの測定値（99.7%）が3σの範囲内に入ることを
意味しています。分布が左右で均一でなかったり、広範囲に広がっ
ていたり、バイモーダル（2つのピーク）であったりする場合は、
被測定ユニットが不安定であったり、エラーが発生していること
を示します。

図4は、ヒストグラムの表示例を示しています。ヒストグラムは、
10本のバーで表示されます。バーの高さはそのレンジにおける相
対度数を表しており、他のレンジと比較した場合の頻度を示して
います。グラフの中央が平均値を示しています。平均値の左右の
バーは、平均値から1σ以内の測定値を示しています。平均値から
2本目のバーは1σから2σまでの値であることを示しており、同
様に5σまでが表示されます。

STATS機能と同様、HISTOGRAM機能もHISTOGRAMソフト
キーが押されるとただちに測定を開始します。RESTARTソフト
キーを押すと、計算は初期化されて再スタートします。

DMM4050/4040型の解析モード
DMM4050/4040型のSTATS機能、HISTOGRAM機能は、デ
バイス解析のための統計測定を計算します。ヒストグラムでデー
タや統計測定を観測することで、時間とともに変化する信号パラ
メータをトラッキングしたり、ドリフト、間欠的な過渡現象、安
定性などといった信号品質問題を把握することができます。

図2. STATSとHISTOGRAMが選択可能な解析メニュー

図4. ヒストグラム表示

図3. 最小値／最大値／平均値／標準偏差の測定例

マルチメータの比較表
DMMシリーズにはさまざまな機種が用意されており、最適な一台をお選びいただけます。� �
以下に示す機種には解析モードが装備されています。

DMM4050型 DMM4040型

分解能 6.5桁 6.5桁

直流電圧基本確度 0.0024% 0.0035%

測定項目 交流電圧、直流電圧、交流電流、直流電流、抵抗、導通、
ダイオード、周波数、周期、温度、キャパシタンス

交流電圧、直流電圧、直流電流、交流電流、抵抗、導通、
ダイオード、周波数、周期

解析モード TrendPlot™、統計、ヒストグラム TrendPlot™、統計、ヒストグラム

USBポート（前面パネル） ○ ○
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